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研究成果概要 
平成 15 年度末にオーストラリア・ウーメラに完成した 10m チェレンコフ望遠鏡 4 台

により、南天ガンマ線天体の観測をステレオ法で継続的に行っている。平成 20 年度は、

強風のため落下した小型球面鏡を一部再装着するための緊急作業を 4 月に行った。屋外

に設置されている望遠鏡は、最も新しいものでも完成から 5 年が経過し、劣化が進んで

いるため早急な対策が必要である。 
平成 20 年度の観測は、HESS 未同定天体 J1614-518、活動銀河核 PKS 2155-304、活

動銀河核 PKS 0208-512、活動銀河核 PKS 0537-441、活動銀河核 3C279 など比較的少

数を選び、Fermi ガンマ線宇宙望遠鏡と連携し、フレアが報告されている天体などを選

んで重点的に観測を行った。また、望遠鏡の性能を確認するためのローカルモードによ

るミューオンのデータも定期的に取得した。データの解析は進行しており、銀河面拡散

放射についてのガンマ線放射の上限値を与える論文、HESS 未同定天体 J1804-216 から

のガンマ線放射を確認する論文、ケプラーの超新星残骸からのガンマ線強度の上限値を

与える論文をそれぞれ学術雑誌に発表した。他にも銀河団のガンマ線放射の上限値を与

える論文など、いくつかの論文が投稿中あるいは準備中である。 
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